
 

テーマ『すぐに役立つ!体験型!  

    今の子どもたちや保護者が参加してみたいと思う事業づくり』 

開催日と場所 

2019 年 11 月 17 日（日）に大阪府男女共同参画・青少年センター（ドーンセンター）

にて、大阪府内の市町こ連から合計 29名の方々にご参加頂きました。 

開催式では石橋理事長のあいさつの後、大阪府青少年・地域安全室 青少年課の嶋田課長、

大阪府教育庁市町村教育室 地域教育振興課の川谷統括補佐のお二人に来賓あいさつを頂

きました。 

講師には当連合会評議員で専門員でもある赤木 功氏にお願い致しました。 

 

始めに今の子ども（青少年）を取り巻く環境の変化について説明 

 

 

 



次に参加者の距離を縮めるアイスブレーキング（自己紹介） 

 

 

参加者全員が一つになりました 

 
 

ゲームを通して「行動」⇒「考動」へと変化する「気づき」を体験（地域活動の必要性） 

昼食後の研修では実践プログラムの立案（デザイン） 

 



子どもが参加したい事業、保護者が参加させたい事業についてのグループワーク 

 

 

 

 



 

 

 

研修お疲れさま。 

次は立案した事業を来年度「やってみよう」事業へと継続 


